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［目的】

国民の生活習慣やリスク要因は時代とともに変化しており 、 地域や世代間の格差が生じると考

えられる。 健康格差縮小の観点で 、 都道府県単位の経済的指棟別に死亡率や生活習恨の推移を比

較した研究は数が限られている。 本研究は 、 都道府県別の生活保護の被保設者割合をもとに循環

器疾患死亡率 および生活習慣要因の推移を比較することを目的とした。

［対象と方法］

厚生労働省の被保護者調査による被保護人員数を総務省統計局による人 l----1で除して2000 年か

ら2016年までの被保護者割合を求め、 都道府県を各年男女別に四分位に分けた（表1)。 死亡率

は人口動態統計特殊報告をもとに 、 2000年から2015年まで5年ごとの全死因 、 悪性新生物、 心

疾患 、 脳血管疾患の都道府県別年齢調整死亡率について、 被保護者割合の四分位別（以下、 四分

位別 ）に平均値を求めた。 生活習慣要因は国民健康・栄簑調査の結果を1期(1999-2001年）、 2

期(2003-2005年）、 3期(2007-2009年）、 4期(2012年）、 5期(2016年）に分け、 body mass 

index (BMI)、 野菜摂取贔、 食塩摂取量、 歩数 、 現在習慣的に喫煙している者の割合 、 現在飲酒者

の割合(2期以降）について、 各年度(1期 から3期は中央年）の四分位別に40歳 から69歳の

平均値(2010年の全国の10歳階級別人「lで調整）を求めた。 死亡率と生活習慣要因について、

年・期と四分位をもとに二元配樹分散分析を行った(P<0.05で有意）。

［結果）

1)主要死因別死亡率に関する結果（図1)
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